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見
え
て
き
た
も
の
 

　
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
は
、

開
設
当
初
か
ら
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
と
と

も
に
、
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
支
援
を
課
題

と
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
後
者
に
つ
い

て
は
実
績
が
乏
し
い
た
め
に
着
手
が
遅
れ
、

よ
う
や
く
平
成
１７
年
度
に
協
働
奨
励
事
業
と

し
て
発
足
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
、
今

号
の
特
集
で
は
、
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
働
奨
励

事
業
の
審
査
を
通
じ
て
見
え
て
き
た
も
の
を

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
 

ひょうごボランタリープラザ情報紙 

第 24号 
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特集1 

企業・NPO協働奨励事業から見えてきたもの 
特集2 

第6回ひょうごボランタリー・スクエア２１開催 
～ボランタリー活動の「元気アップ」をめざして～ 
知っ得納得♪注得納得♪注目の中間支援活動中間支援活動「三田市三田市の新たな拠点拠点『市民活動推進市民活動推進プラザ』誕生誕生！」 

広がれ!ボランタリーネットワーク 

「『ブックスタートボランティア』と図書館・保健所のいい関係」 

ボラセンの取り組み紹介します！ 

「伊丹市社会福祉協議会ボランティア・市民活動センター」 

やってみよう☆情報発信～☆情報発信～コラボネット～｢携帯サイトスタート！｣ 

プラザ通信 「平成18年度ひょうごボランタリー基金助成制度のご紹介！」他 

特集1 

企業・NPO協働奨励事業から見えてきたもの 
特集2 

第6回ひょうごボランタリー・スクエア２１開催 
～ボランタリー活動の「元気アップ」をめざして～ 

知っ得納得♪注目の中間支援活動「三田市の新たな拠点『市民活動推進プラザ』誕生！」 

広がれ!ボランタリーネットワーク 

「『ブックスタートボランティア』と図書館・保健所のいい関係」 

ボラセンの取り組み紹介します！ 

「伊丹市社会福祉協議会ボランティア・市民活動センター」 

やってみよう☆情報発信～コラボネット～｢携帯サイトスタート！｣ 

プラザ通信 「平成18年度ひょうごボランタリー基金助成制度のご紹介！」他 

P.2
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P.7

P.7P.7

P.8P.8

P.5

P.6

　5月3日(水)～5月7日(日)の間、 
プラザは全施設を休館とさせてい
ただきます。 

1

ボランティア・市民活動災害共済のご案内 ボランティア・市民活動災害共済のご案内 

 
プラザ休館のお知らせ 

協賛いただきありがとうございました。 

企業・ＮＰＯ協働奨励事業　表彰式の様子 

平成18年度　ひょうごボランタリー基金助成制度のご紹介！ 



特 集  

1

プ
ラ
ザ
の
取
り
組
み
 

企
業
の
社
会
的
責
任
と
N
P
O

企
業
・
N
P
O
協
働
奨
励
事
業
 

　
　
　
　
　
　
　
　
の
選
考
基
準
 

企
業
・
N
P
O
協
働
奨
励
事
業
か
ら
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
え
て
き
た
も
の
 2

  　
企
業
と
N
P
O
の
協
働
助
成
に
先
鞭
を
つ

け
た
の
は
、
名
古
屋
を
ベ
ー
ス
に
活
動
し
て

い
る
N
P
O
法
人
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
、
2
0
0
2
年
か

ら
全
国
を
対
象
と
す
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
大
賞
」
事
業
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
3
回

に
わ
た
り
各
回
５
，
６
団
体
を
表
彰
し
て
い

ま
す
が
、
兵
庫
県
の
団
体
が
受
賞
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
昨
年
、
プ
ラ
ザ
が
事
務

局
を
務
め
る
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
･
ス

ク
エ
ア
21
に
お
い
て
、
「
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
基
調

講
演
に
同
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
の
岸
田
真
代

さ
ん
を
お
招
き
し
、
企
業
と
N
P
O
の
連
携

に
つ
い
て
関
係
者
を
交
え
て
議
論
す
る
機
会

を
設
け
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

本
誌
14
号
（
2
0
0
4
年
3
月
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
 

　
も
と
も
と
プ
ラ
ザ
の
助
成
は
、
新
し
い
分

野
に
挑
戦
す
る
N
P
O
へ
の
支
援
（
行
政
・

N
P
O
協
働
事
業
助
成
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

助
成
）
と
、
N
P
O
の
基
盤
強
化
へ
の
支
援

（
立
ち
上
げ
支
援
助
成
、
中
間
支
援
組
織
へ

の
助
成
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
助
成
な
ど
）
に
大

別
で
き
ま
す
。
そ
の
点
、
今
回
の
奨
励
事
業

は
異
質
で
、
現
在
取
組
ん
で
い
る
事
業
を
対

象
に
、
地
域
社
会
の
課
題
解
決
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
性
が
評
価
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
奨
励

事
業
の
選
考
に
は
、
通
常
の
助
成
事
業
選
考

委
員
会
と
は
別
に
、
新
た
に
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
委
員
に
は
学
界
や
マ
ス
コ
ミ
か
ら
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

  　
社
会
の
一
員
と
し
て
、
企
業
に
は
果
た
す

べ
き
責
任
が
あ
り
ま
す
。
第
一
に
利
益
を
あ

げ
経
済
の
成
長
と
雇
用
の
安
定
を
は
か
る
責

任
、
第
二
に
正
義
と
公
正
の
原
則
に
従
う
倫

理
的
責
任
、
第
三
に
法
令
を
遵
守
す
る
法
的

責
任
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に
最
近
で

は
企
業
市
民
と
し
て
の
社
会
的
貢
献
（
フ
ィ

ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
）
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
も
と
も
と
企
業
と
N
P
O
の
関
係
は
、
公

害
や
欠
陥
商
品
に
対
す
る
告
発
と
い
う
色
彩

が
強
か
っ
た
の
は
事
実
で
す
。
現
在
で
も
、

発
展
途
上
国
に
お
け
る
多
国
籍
企
業
の
行
動

監
視
や
、
希
少
資
源
の
保
護
な
ど
で
の

N
G
O
の
貢
献
は
顕
著
で
す
。
し
か
し
、
果

敢
な
捕
鯨
反
対
行
動
で
知
ら
れ
る
グ
リ
ー
ン

ピ
ー
ス
が
、
大
企
業
に
働
き
か
け
て
ノ
ン
フ

ロ
ン
冷
蔵
庫
の
開
発
普
及
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
例
が
あ
る
よ
う
に
、
N
P
O
の
潜

在
的
能
力
に
着
目
し
て
協
働
事
業
に
取
り
組

む
企
業
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
経
済
界
の
最

近
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
経
団
連
『
C
S
R

（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
報
告
書
』
（
05
年
10
月
）
が
手
際

よ
く
ま
と
め
て
い
ま
す
。
 

   　
協
働
あ
る
い
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、

本
来
、
対
等
な
関
係
に
あ
る
人
相
互
、
組
織

相
互
の
関
係
を
指
し
ま
す
が
、
企
業
と

N
P
O
で
は
規
模
や
資
金
面
で
の
開
き
が
大

き
い
の
で
、
支
援
型
の
協
力
関
係
が
一
般
的

で
す
。
協
力
の
仕
組
み
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

そ
の
内
容
は
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
な

ど
経
営
資
源
別
に
整
理
し
た
下
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
 

 

資金的支援 

モノの支援 

人的支援 

情報的支援 

複合的支援 

●助成・協賛  ●社内募集「給与天引き寄付制度」等 
●マッチング・ギフト、マッチング・ファンド制度 
●スポンサーシップ  ●ライセンス契約 

●現物供与、寄贈  ●割引 
●施設貸与  ●リユース・プログラム 
●ボランティア活動支援制度 

●奨学金制度  ●ボランティア派遣・紹介 
●ソーシャル・サービス・リーブ 
●企業ボランティア  ●出向 

●WEBサイトでの情報提供 
●情報提供  ●代行受発信 
●アダプション 

●アダプト・ア・スクール制度  ●大学・図書館への講座の提供 
●ジョイント・マーケティング型のキャンペーン活動、コーズ・リレーティッド・マーケティング（CRM） 
●技術提供 

表　＜企業の協力方法＞ 

出典　横山恵子『企業の社会戦略とNPO―社会的価値創造に向けての協働型パートナーシップ』白桃書房　2003



信
頼
性
の
ギ
ャ
ッ
プ
 

3

　
も
ち
ろ
ん
、
支
援
型
が
悪
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
担
当
者
の
考
え
方
次

第
で
親
方
下
請
け
関
係
に
陥
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
N
P
O
の
本
来
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
忘
れ
ら
れ
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
意
向

が
優
先
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

行
政
と
N
P
O
の
間
で
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
関
係
で
す
。
 

　
し
か
し
、
規
模
は
小
さ
く
て
も
特
定
分
野

の
専
門
家
を
擁
す
る
N
P
O
や
、
地
域
に
根

を
下
ろ
し
て
い
る
N
P
O
は
企
業
と
対
等
の

関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
可
能
で
す
。
現
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
た
協
働
事
業
が
各

地
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
企
業
・

N
P
O
協
働
奨
励
事
業
は
、
こ
う
し
た
先
駆

的
事
例
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
 

こ
う
し
た
意
図
は
、
今
回
の
選
考
基
準
に
採

り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

  　
協
働
を
促
進
す
る
上
で
の
最
大
の
課
題
は
、

信
頼
性
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
す
。
企
業
相
互
で
あ

れ
ば
、
契
約
不
履
行
に
は
制
裁
が
伴
い
ま
す
。

し
か
し
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
N
P
O
の

場
合
、
金
銭
的
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
規
制
力
が
乏

し
く
、
目
的
を
共
有
す
る
団
体
間
の
信
頼
性

が
基
本
に
な
り
ま
す
。
 

　
信
頼
性
は
２
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
第

１
は
事
業
推
進
の
能
力
に
対
す
る
信
頼
性
で
、

こ
れ
は
N
P
O
の
実
績
や
運
営
体
制
の
審
査

で
見
当
が
付
き
ま
す
。
第
２
は
、
損
得
を
度

外
視
し
て
も
最
善
の
努
力
を
払
う
か
ど
う
か

と
い
う
事
業
推
進
の
意
図
に
関
わ
る
信
頼
性

で
、
今
回
は
事
務
局
へ
の
訪
問
、
担
当
者
に

対
す
る
公
開
面
接
な
ど
の
工
夫
を
採
り
入
れ

た
選
考
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
相
手
先
の
企
業
に
も
不
安
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
社
名
や
事
業
内
容
を
非
公
開
に
し

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
す
。
公
表

す
る
と
、
他
の
団
体
か
ら
協
力
要
請
が
増
え

る
こ
と
へ
の
懸
念
が
あ
る
か
ら
で
す
。
偽
装
、

粉
飾
、
談
合
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
の
ル
ー
ル

を
揺
る
が
す
事
件
が
続
発
し
て
い
る
時
代
で

す
か
ら
、
性
善
説
を
前
提
と
す
る
N
P
O
と

の
協
働
に
不
安
が
あ
る
の
は
当
然
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
協
働
と
は
、
お
互
い
の

役
割
や
存
在
意
義
を
認
め
合
い
、
互
い
の
有

す
る
資
源
を
活
か
し
、
共
通
の
目
的
の
下
、

対
等
の
関
係
で
事
業
達
成
す
る
も
の
で
あ
り
、

ま
ず
は
、
互
い
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が

肝
要
で
す
。
 

　
企
業
と
N
P
O
と
の
協
働
は
ま
だ
試
行
錯

誤
の
段
階
で
す
。
今
後
も
こ
の
奨
励
事
業
を

通
じ
て
両
者
の
橋
渡
し
の
役
割
を
果
た
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
先
駆
的
事
例
を
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

       

NPOについて 
１）活動の継続性と経営の安定性に問題はないか 

２）事業内容の公開性と透明性の向上に努め

ているか 

３）地域社会の課題解決やまちの活性化に積

極的に取組んでいるか 

企業について 
１）社会貢献活動への取り組みについて具体

的な方針を定めているか 

２）NPOとの継続的、安定的な協働を進める

意向があるか 

３）企業倫理の点で問題となる行動はないか 

事業について 
１）課題を的確に把握し、適切で効果的な事

業を展開しているか 

２）NPOの自発性・専門性と、企業の資源（人

材・資金・技術・生産物など）の結びつき

により、単独では達成が難しい成果を挙げ

ているか 

３）協働の取組みを通じて、この事業の趣旨

や目的についての社会的な関心が高まり、よ

り広汎な展開への見通しが開かれてきたか 

No.

 
1 
 
 
 
2 
 
 
3 
 
4 
 
 
5

団体名 

 
（特）フードバンク関西 
 
 
 
（特）ピア・しんぐう 
 
 
（特）神戸まちづくり研究所 
 
（特）シンフォニー 
 
 
（特）宝塚NPOセンター 

協働している企業名 
・コストコホールセールジャパン 
・イオンマルシェ株式会社 
・株式会社ジャパン・フードサービス 
・ネスレジャパンマニュファクチュアリング株式会社 
 
　兵庫県手延素麺協同組合　揖保乃糸資料館
「そうめんの里」 
 

みなと観光バス株式会社 
 

日本電気株式会社　CSR推進本部社会貢献室
 

 
・NTTデータ・クリエイション株式会社 
・株式会社NTTデータ 
・株式会社NTTデータ経営研究所 

事業名 
 

余剰食品の有効活用による福祉団体支援
 

 
 
廃棄物原料と再資源を目指しての高齢者元気
アップ支援事業 
（「華のじょじょ」他「針仕事人」のリメイク・リフ
ォームのオンリーワングッズの展示・販売） 
交通不便近郊団地での住民・NPO・行政・事業
者協働開発のコミュニティバス運行 

シニアITサポーター養成事業
 

 
 
阪神地域安心お助けネットWeb

企業・NPO協働奨励事業　採択団体一覧 
（順不同・敬称略） 

(特)ピア・しんぐうによる事例発表の様子 

企業・NPO協働奨励事業の選考基準 



第
6
回
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
ス
ク
エ
ア
２１
開
催
 

　
　
　
　
　
　

〜
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の
「
元
気
ア
ッ
プ
」
を
め
ざ
し
て
〜
 

特 集  

2

神戸定住外国人支援センター 
〈事業名〉外国人の子どもの教育環境整備事業 
神戸フリースクール 
〈事業名〉表現活動及び体験活動を通じた不登校生の元気アッププロジェクト 
特定非営利活動法人　愛ランド 
〈事業名〉障害者のための在宅就労支援活動 
NGOベトナムinKOBE 
〈事業名〉ベトナムコミュニティにおける薬物防止キャンペーン 
ボランティアいずみ 
チームWeB 
こうべ子どもにこにこ会 
神戸スタタリングプロジェクト 
ミュージカルサークル　みっくすじゅうす 
三木市朗読ボランティア「むれの会」 
IMMC（International Music Member's Club） 
HIVと人権・情報センター　兵庫支部 
城北子ども文庫 
神戸大学総合ボランティアセンター 
車椅子レクダンス普及会　宝塚支部 

 

 

 

元気アップコース 

（企画提案型） 

 

 

 

 

 

 

 

こつこつコース 

（活動実績評価型） 

元気アップ大賞 
（賞金100万円） 

 
 

元気アップ賞 
（賞金20万円） 

 
 

こつこつ大賞（賞金20万円） 
 
 
 
 

こつこつ賞 
（賞金5万円） 

第6回ボランティア・市民活動元気アップアワード　受賞団体 
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去
る
平
成
１８
年
１
月
１５
日
（
日
）
、
フ
レ

ン
テ
西
宮
５
階
フ
レ
ン
テ
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
第
６
回
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
ス
ク

エ
ア
２１
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の
「
元
気
ア
ッ
プ
」
を

め
ざ
す
イ
ベ
ン
ト
で
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
元
気
ア
ッ
プ
ア
ワ
ー
ド
」
や
「
ひ

ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
な
ど
の
事
業
に
約
１
，
３
０
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
 

      　
こ
の
ア
ワ
ー
ド
は
広
く
県
民
や
資
金
提
供

者
か
ら
の
協
賛
金
を
賞
金
と
し
て
、
県
内
の

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
団
体
を
公
募
し
、
創
造

的
な
企
画
（
元
気
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
）
や
こ
れ

ま
で
の
活
動
実
績
（
こ
つ
こ
つ
コ
ー
ス
）
の

発
表
を
通
じ
て
公
開
審
査
を
行
い
、
賞
金
の

授
与
を
行
う
も
の
で
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動

団
体
と
企
業
等
の
資
金
提
供
者
を
つ
な
ぎ
、

共
通
の
夢
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。
今
回
は
８２
件
の
応
募
が
あ
り
、

書
類
審
査
を
通
過
し
た
１５
団
体
の
中
か
ら
審

査
員
と
参
加
者
の
投
票
等
に
よ
っ
て
各
コ
ー

ス
の
大
賞
が
そ
れ
ぞ
れ
１
団
体
ず
つ
選
ば
れ

ま
し
た
。
 

   　
今
年
は
「
〜
市
民
相
互
の
連
携
に
よ
る
『
市

民
事
業
』
の
可
能
性
を
探
る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
団
体
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
／
N
G
O
、

商
店
、
企
業

な
ど
様
々
な

市
民
が
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち

味
を
活
か
し
、

連
携
し
て
展

開
す
る
市
民

事
業
の
可
能

性
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま

し
た
。
 

 　
 

　
県
内
の
小
規
模
作
業
所
が
出
店
し
、
創
意
工

夫
し
た
手
づ
く
り
の
グ
ッ
ズ
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

ド
ー
ナ
ツ
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

会
場
は
終
日
に
ぎ
わ
い
、
団
体
間
の
情
報
交
換

と
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
 

 　
 

　
県
内
の
様
々
な
地
域
活
動
・
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

活
動
団
体
や
前
回
の
ア
ワ
ー
ド
受
賞
団
体
が
日

頃
の
活
動
な
ど
を
パ
ネ
ル
で
展
示
し
、
自
ら
取

り
組
ん
で
い
る
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
 

　
※
地
域
活
動
パ
ネ
ル
展
は
、
１
月
１１
日
（
水
）

〜
１
月
１６
日
（
月
）
に
か
け
て
フ
レ
ン
テ
西
宮

４
階
 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
フ
レ
ン
テ
に
て
実
施
し
ま

し
た
。
 

 
 

 　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
２
０
０
１
年
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
国
際
年
を
き
っ
か
け
に
始
ま
り
、
今
年
が

第
６
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
タ
リ

ー
活
動
の
元
気
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

て
き
た
こ
れ
ま
で
の
ス
ク
エ
ア
が
、
ど
の
よ
う

な
成
果
を
も
た
ら
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？
 

　
ひ
と
つ
は
、
団
体
の
「
伝
え
る
力
」
が
向
上

す
る
こ
と
で
、
資
金
面
を
始
め
、
様
々
な
支
援

が
よ
り
得
や
す
く
な
る
こ
と
で
す
。
1
0
0
名

を
超
え
る
人
、
し
か
も
関
係
者
だ
け
で
な
く
一

般
の
人
々
の
前
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は

発
表
団
体
に
相
当
の
緊
張
感
を
与
え
ま
す
。
市

民
か
ら
集
ま
っ
た
お
金
を
賞
金
と
し
て
、
多
く

の
市
民
の
前
で
発
表
し
、
多
く
の
支
持
を
獲
得

し
た
団
体
が
賞
金
を
得
る
。
そ
う
い
っ
た
経
験

で
向
上
し
た
「
伝
え
る
力
」
は
、
団
体
の
今
後

の
発
展
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

 　
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、
普
段
は
日
の
当
た

ら
な
い
活
動
を
し
て
い
る
団
体
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
を
あ
て
る
こ
と
で
す
。
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活

動
も
随
分
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
だ
ほ
ん
の

一
部
で
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
に
取
り
上
げ
ら

れ
に
く
い
活
動
を
行
っ
て
い
て
も
、
素
晴
ら
し

い
企
画
や
活
動
実
績
が
あ
れ
ば
「
ス
ク
エ
ア
」

と
い
う
舞
台
で
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
そ
の
団
体
の
活
動

が
広
く
周
知
さ
れ
る
と
と
も
に
そ
の
団
体
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
寄
付
の
文
化
の
醸
成
に
関
し
て
は
、

今
後
と
も
よ
り
多
く
の
市
民
か
ら
理
解
を
得
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ア
ワ
ー
ド
の
仕
組
み

を
通
じ
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
パ
ネ
ル
展
な
ど
と
と

も
に
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の
関
心
や
理
解
を
広

め
、
多
く
の
市
民
に
と
っ
て
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活

動
が
よ
り
身
近
に
な
る
よ
う
に
、
そ
し
て
市
民

自
ら
が
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
を
支
え
る
と
い
う

文
化
が
徐
々
に
浸
透
す
る
よ
う
に
今
後
さ
ら
な

る
取
組
み
が
必
要
で
し
ょ
う
。
 

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
 

　
　
市
民
活
動
元
気
ア
ッ
プ
ア
ワ
ー
ド
 

ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
 

　
　
　
　
　
　
市
民
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
 

ス
ク
エ
ア
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
 

地
域
活
動
パ
ネ
ル
展
 

今
年
も
開
催
し
ま
し
た
！
　
 

開
　
催
　
内
　
容
　
 

参加者がグループに分かれてともに考える参加型のフォーラムを 
開催しました。 



知っ得納得♪注目の中間支援活動 

　ＮＰＯのためのＮＰＯ、これが中間支援組織です。このコーナーでは、県内の中間支援組織が展開する
特色ある活動をご紹介します。 

三田市の新たな拠点 
～「市民活動推進プラザ」誕生！～ 

市民活動推進プラザ（プラザ長　佐藤等史） 
〒669-1528　三田市駅前町2-1　　三田駅前一番館（キッピーモール）6階 
TEL 079-559-5168 ／ FAX 079‐559‐5169　 
URL http://www.kippy-de.net
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平
成
１７
年
９
月
１５
日
、
J
R
三
田
駅
前
の
ビ

ル
「
キ
ッ
ピ
ー
モ
ー
ル
」
内
に
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
と
住
民
相
互
の
交
流
を
促
進
す
る
拠
点

と
し
て
、
「
三
田
市
ま
ち
づ
く
り
協
働
セ
ン
タ
ー
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
 

　
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
市
民
活
動
推
進
プ
ラ
ザ
、

国
際
交
流
プ
ラ
ザ
、
消
費
生
活
プ
ラ
ザ
、
人
権
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
ら

4
つ
の
プ
ラ
ザ
が
連
携
し
て
団
体
登
録
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
１
６
６
の
登
録
団
体
は
、
貸

会
議
室
や
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
、
ロ
ッ
カ
ー
や

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
（
い
ず
れ
も
有
料
）
等
の
充

実
し
た
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
中
の
「
市
民
活
動
推
進
プ
ラ
ザ
（
以
下
、

「
プ
ラ
ザ
」
と
い
う
。
）
」
は
、
こ
れ
ま
で
三

田
市
市
民
活
動
支
援
課
が
設
置
・
運
営
し
て
い

た
「
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
名
称

を
変
更
し
た
も
の
で
す
。
 

　
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
14

年
11
月
、
公
募
の
市
民
や
学
識
者
等
で
構
成
す

る
「
市
民
活
動
研
究
委
員
会
」
の
提
言
を
受
け

て
三
田
市
が
策
定
し
た
「
市
民
活
動
支
援
基
本

方
針
（
平
成
15
年
3
月
）
」
の
中
に
、
市
民
活

動
支
援
の
基
本
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
平
成
15
年
10
月
に
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
当
初
の
ね
ら
い
は
市
民
活
動
支
援

の
拠
点
を
公
設
公
営
で
試
行
的
に
立
ち
上
げ
、

市
民
活
動
の
自
律
化
の
醸
成
や
市
民
に
よ
る
市

民
活
動
支
援
の
し
く
み
の
構
築
と
と
も
に
、
市

民
活
動
を
支
援
す
る
主
体
を
、
行
政
か
ら
市
民

自
身
に
移
行
す
る
こ
と
で
し
た
。
 

　
そ
し
て
こ
の
た
び
、
プ
ラ
ザ
開
設
に
あ
た
り
、

そ
の
運
営
を
「
場
と
つ
な
が
り
の
研
究
セ
ン
タ

ー
（
代
表

:

佐
藤
等
史
氏
、
今
夏
に
は
N
P
O

法
人
格
取
得
予
定
）
」
に
委
託
し
て
、
公
設
民

営
の
拠
点
が
誕
生
し
ま
し
た
。
　
 

　
現
在
、ス
タ
ッ
フ
は
、
社
会
人
ス
タ
ッ
フ
4
名
、
地

元
の
関
西
学
院
大
学
総
合
政
策
学
部
な
ど
の
学

生
ス
タ
ッ
フ
8
名
、
市
か
ら
の
ス
タ
ッ
フ
2
名
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
10
時
か
ら
20
時
ま
で
、
常
時
2

名
が
受
付
で
来
所
者
の
対
応
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
 

  　
プ
ラ
ザ
で
は
、
市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
ま

た
は
こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る

「
意
欲
す
る
」
人
々
の
サ
ポ
ー
ト
や
つ
な
が
り
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「
キ
ッ
ピ
ー
Ｄ
Ｅ
ネ
ッ
ト
」

や
掲
示
板
・
機
関
紙
等
で
情
報
の
収
集
や
イ
ベ
ン

ト
等
の
情
報
発
信
、
②
市
民
活
動
の
総
合
相
談
、

③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
支
援
、
④
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
、
を
大
き
な
柱
と
し
た
事
業
を
展
開

し
て
い
る
他
、
講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
約
半
年
、
今
は
、
「
ま

ず
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
来
て
も

ら
う
。
そ
う
い
っ
た
関
係
を
積
み
重
ね
て
い
く
中

で
、
市
民
活
動
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
発
掘
す
る
こ

と
が
一
番
必
要
で
す
」
と
、
プ
ラ
ザ
長
の
佐
藤
氏

は
言
い
ま
す
。
プ
ラ
ザ
が
発
行
し
た
機
関
紙
を
通

じ
、
市
民
活
動
団
体
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
芽

生
え
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
事
業
の
成
果
が
見
え
て

き
て
い
ま
す
。
 

　
開
設
し
て
間
も
な
い
た
め
、
今
は
ま
だ
プ
ラ
ザ

自
身
の
基
盤
を
強
化
し
て
い
く
段
階
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
プ
ラ
ザ
が
目
的
と
し
て
い
る
、
様
々

な
団
体
の
活
動
拠
点
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等

に
向
け
て
、
ス
タ
ッ
フ
が
外
に
出
て
活
動
者
と
顔

を
つ
な
ぐ
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
プ
ラ
ザ
利
用
者
で

あ
っ
た
活
動
者
を
、
今
後
は
プ
ラ
ザ
の
運
営
者
側

に
巻
き
込
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
 

 

利用者でにぎわう情報交流広場 

市
民
活
動
推
進
プ
ラ
ザ
と
は
 

プ
ラ
ザ
も
成
長
し
な
が
ら 

「
意
欲
す
る
」
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
め
ざ
す 



広がれ！ ボランタリー 

赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
の
楽
し
さ
を
 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
で
広
が
る
図
書
館
活
動
 

　
　
　
　
　
　
　
「
三
木
市
立
図
書
館
」
 

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
連
携
・
協
働
が
始
ま
っ
た
の
で 

し
ょ
う
か
。 

Ｑ 

Vol.12

「ブックスタートボランティア」と図書館・保健所のいい関係 「ブックスタートボランティア」と図書館・保健所のいい関係 

AA
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
活
動
は
、市
健
康
課
、図
書
館
、三
木
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、こ

の
運
動
が
よ
り
充
実
し
た
広
が
り
を
持
ち
、継
続
し
て
発
展
す
る
も
の

と
考
え
、地
域
全
体
で
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
と
保
護
者
の
子
育
て
支
援
を

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

今
後
ど
の
よ
う
な
連
携
・
協
働
を
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。 

Ｑ A
乳
児
健
診
・
1
歳
6
か
月
児
健
診
だ
け
で
な
く
、図
書
館
・
児
童

セ
ン
タ
ー
、公
民
館
な
ど
の
場
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
と
の

協
働
に
よ
り
、乳
児
対
象
の
お
話
や
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
等
を
開
催

し
、本
と
の
出
会
い
の
場
を
つ
く
る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
 

„
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ら
っ
こ
」
“と 

協
働
す
る
こ
と
の
意
義
は
？ 

Ｑ 
育
児
に
精
通
し
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
の
健
診
に
従
事
す
る
保
健
師
さ
ん

で
も
、絵
本
を
ど
う
赤
ち
ゃ
ん
や
保
護
者
に
伝
え
る
か
は
む
ず
か
し

い
こ
と
で
す
。
実
際
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
、絵
本
を
読
む
と
き
の
ポ

イ
ン
ト
を
伝
え
た
り
、親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ
を
説
明
し
な
が
ら
絵
本

を
紹
介
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
ま
で
の
子
育
て
支
援
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
の
活
動
の
経
験
か
ら
、そ
の
よ
う
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
豊
富
に
持
ち
、「
ら
っ

こ
」
で
活
動
し
て
い
る
皆
さ
ん
な
ら
身
近
な
子
育
て
の
先
輩
と
し
て
相
談
に

応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
の
絵
本
と
の
出
会
い

を
和
や
か
に
演
出
で
き
る
こ
と
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
協
働
す
る

意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

„
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ら
っ
こ
」
“と
の
協
働
に
つ
い
て
、 

三
木
市
立
図
書
館
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
 

（
取
材 

地
域
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
松
本
　
竹
生
） 

ブックスタートサポート 
ボランティア「らっこ」 

〒673-0402 
三木市加佐1015-12 
ＴＥＬ・ＦＡＸ 0794-83-5123

　 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ら
っ
こ
」
 

●
4
か
月
児
健
診
で
よ
い
絵
本
と
の
出
会
い 

　
三
木
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
次
々
と
訪
れ

る
保
護
者
と
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
。
今
日
は
4
か
月
児
健

診
の
日
で
す
。
健
診

を
待
っ
て
い
る
赤
ち

ゃ
ん
の
前
に
絵
本
が

広
げ
ら
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が

何
か
お
話
を
し
て
い

ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
に

絵
本
を
読
ん
で
あ
げ

て
い
る
の
は„
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
サ
ポ
ー

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ら

っ
こ
」
“
の
人
た
ち

で
す
。
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
を
始
め
る
に
あ

た
り
、
三
木
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す

る
5
回
の
研
修
を
受
け
た
、
絵
本
や
子
ど
も
の
好
き

な
人
た
ち
が
「
ら
っ
こ
」
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
 

　
 

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
？ 

　
赤
ち
ゃ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
周
り
に
い
る
人
た
ち
が
、

肌
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら
言
葉
と
心
を
通
い
合

わ
す
こ
と
は
、
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
時
間
で
す
。

そ
の
よ
う
な
ひ
と
時
を
「
絵
本
」
を
通
し
て
、
日
常

の
中
に
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

1
9
9
2
年
に
英
国
で
始
ま
っ
た
の
が
「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
」
で
す
。
　
 

　
三
木
市
で
も
図
書
館
の
事
業
と
し
て
、
平
成
１５
年

8
月
か
ら
毎
月
、
4
か
月
児
健
診
に
参
加
し
た
全
て

の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
パ

ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
セ
ッ
ト
を
手
渡
し
て
い
ま
す
。
「
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
パ
ッ
ク
」
の
中
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
し
て
用
意
さ
れ
た
絵
本
の
中
か
ら
保
護
者
が
赤

ち
ゃ
ん
の
た
め
に
選
ん
だ
絵
本
や
絵
本
リ
ス
ト
、
地

域
の
図
書
館
の
案
内
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
な
ど

が
入
っ
て
い
ま
す
。
 

 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
思
い
 

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
待
合
室
の
テ
ー
ブ
ル
に
は

た
く
さ
ん
の
絵
本
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
保
護
者
と

赤
ち
ゃ
ん
に
「
ら
っ
こ
」
の
メ
ン
バ
ー
が
丁
寧
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
赤
ち
ゃ

ん
に
絵
本
を
読
ん
で
あ

げ
る
こ
と
の
大
切
さ
と

同
時
に
、
赤
ち
ゃ
ん
に

話
し
か
け
る
こ
と
や
歌

っ
て
あ
げ
る
こ
と
の
大

切
さ
な
ど
も
話
の
中
に

折
り
込
み
、
こ
の
日
が

よ
い
絵
本
と
の
出
会
い

の
日
に
な
る
よ
う
に
と

の
思
い
で
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
は
「
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
・
パ
ッ
ク
」
を
渡
す

こ
と
だ
け
が
目
的
で
は

な
く
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
に
込
め
ら
れ
た
こ
の

よ
う
な
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を

保
護
者
と
赤
ち
ゃ
ん
に
伝
え

る
こ
と
が
も
っ
と
も
重
要
な

こ
と
だ
そ
う
で
す
。
 

　
「
ら
っ
こ
」
の
今
後
の
取

り
組
み
と
し
て
、
„
1
歳
の

絵
本
の
ひ
ろ
ば
“
の
開
催
や
、

地
域
に
出
向
い
て
絵
本
の
魅

力
を
伝
え
る
„
「
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
」
の
出
前
“な
ど
を
、

自
主
企
画
と
し
て
検
討
し
て

い
ま
す
。
 

：
 

丁寧に、絵本を読んであげることの大切さを伝えています。 

健診に来た保護者にブックスタートパックを渡しています。 
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「ブックスタートボランティア」と図書館・保健所のいい関係 

で
き
る
こ
と
を
長
く
続
け
る„
ち
ょ
っ
と
応
援
ま
ち
づ
く
り
“ 

 

Vol.12

大日通周辺地区 
まちづくりを考える会 
〒651-0064 
神戸市中央区大日通6-1-4 
TEL 078-221-6748 
FAX 078-231-1153

利用者で賑わう出張市場 

Add.1

震
災
当
時
の
こ
と
ー„
「
命
」
を
守
る
こ
と
、そ
し
て
住
民
自
身
の
自
立
“ 

Vol.12

さわやかこうべ 

〒650-0011 
神戸市中央区下山手通7-18-1-214 
TEL・FAX 078-361-5635

さ
わ
や
か
こ
う
べ（
神
戸
市
中
央
区
）
 

　
大
震
災
か
ら
１１
年
目
を
迎
え
た
1
月
１７
日

の
未
明
、
神
戸
市
役
所
隣
・
東
遊
園
地
の
ろ

う
そ
く
の
灯
り
の
中
に
佇
み
、「
多
く
の
人
た

ち
と
の
協
働
で
今
年
も
『
1
・
１７
の
灯
り
』

を
灯
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
、
感
慨
深
げ
に

話
さ
れ
る
「
さ
わ
や
か
こ
う
べ
」
代
表
の
梶

明
さ
ん
。
 

　
「
さ
わ
や
か
こ
う
べ
」
の
人
た
ち
は
１１
年

前
の
震
災
直
後
か
ら
、
避
難
先
の
小
学
校
、

仮
設
住
宅
、
復
興
住
宅
の
被
災
者
に
対
し
、「
被

災
者
の
自
立
へ
の
取
り
組
み
」
の
支
援
を
柱

に
し
た
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
平

成
7
年
8
月
に
は
、
須
磨
区
北
落
合
の
仮
設

住
宅
を
中
心
に
近
隣
の
七
つ
の
仮
設
住
宅
で

単
一
の
自
治
会
の
立
ち
上
げ
に
尽
力
し
、
居

住
者
同
士
が
助
け
合
い
、
自
立
す
る
力
を
つ

け
る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
立
ち
上
げ

た
仮
設
住
宅
自
治
会
の
最
大
の
課
題
は
「
孤

独
死
対
策
」
で
し
た
。
「
孤
独
死
が
出
た
ら

隣
の
責
任
」
と
い
う
こ
と
を
居
住
者
に
徹
底

し
、
隣
同
士
で
責
任
を
も
ち
、
消
防
署
と
会

長
宅
へ
の
通
報
体
制
を
設
け
ま
し
た
。
仮
設

住
宅
の
居
住
者
の
「
命
」
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
に
し
、
さ
ら
に
「
居
住
者
自
身
が
自
分

達
で
で
き
る
こ
と
は
率
先
し
て
自
分
達
で
行

う
」
と
い
う
自
立
意
識
の
仕
組
み
作
り
を
し

た
後
は
、
居
住
者
の
人
た
ち
に
任
せ
る
と
い

う
方
法
を
と
り
ま
し
た
。
 

　
現
在
で
も
メ
ン
バ
ー
の
人
た
ち
は
、
市
内

各
地
で
福
祉
活
動
や

グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
仕
事

を
終
え
た
ら
「
さ
わ

や
か
に
去
っ
て
行
こ
う
」

と
い
う
の
が
「
さ
わ

や
か
こ
う
べ
」
の
名

前
の
由
来
で
す
。
 

 

Add.2

大
日
通
周
辺
地
区
 

　
 
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
（
神
戸
市
中
央
区
）
 

★７～１０頁は、地域活動コーディネーターが取材してきた「広がれ！ボランタリーＮＥＴＷＯＲＫ」コーナーで掲載しきれなかった各地の特色ある取り組み・工夫などを、増刊号的に紙面の許す限りご紹介しています。 
　この記事も皆さんの活動の参考になると思いますので、各団体にもお問い合わせいただくなどして“ボランタリーネットワーク”を広げてみませんか。　　　　　　　　　　by地域活動コーディネーター!(^^)!

　
地
域
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
安
心
安
全
の
、

居
心
地
の
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

の
が
「
大
日
通
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
会
」
で
す
。
 

　
中
心
と
な
っ
て
い
る
「
大
日
六
商
店
会
」

は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
っ
て
大
き
な

被
害
を
受
け
、
４３
店
舗
が
２０
に
減
り
、
残
っ

た
店
で
も
世
代
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。
店
主

に
な
っ
た
若
い
世
代
は
、
震
災
で
の
助
け
合

い
の
経
験
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
商
売
だ
け
で

な
く
、
地
域
へ
の
貢
献
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
参
加
、
ま
た
他
の
団
体
（
婦
人
会
・

学
校
・
P
T
A
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・

行
政
な
ど
）
と
の
連
携
が
大
切
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
、「
考
え
る
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
 

　
空
き
店
舗
跡
地
の
広
場
で
は
、
千
名
規
模

の
１
・
１７
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
「
鎮
魂
歌
」
か

ら
金
魚
す
く
い
ま
で
、
年
間
大
小
約
８０
回
の

イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
老
人
ホ
ー
ム
へ

の
月
2
回
の
出
張
市

場
は
、
先
日
1
4
8

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
 

　
昨
年
か
ら
地
域
通

貨
『
元
気
』
も
発
行

し
て
い
ま
す
。
在
宅

の
高
齢
者
は
、
ふ
れ

あ
い
給
食
に
参
加
す

る
と
『
元
気
』
が
も

ら
え
、
介
護
施
設
や

病
院
、
郵
便
局
で
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
は
道
路
の
掃

除
な
ど
の
お
手
伝
い
を
す
る
と
『
元
気
』
が

も
ら
え
、
学
校
で
貯
め
て
楽
器
や
運
動
具
を

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

多
彩
な
活
動
が
で

き
る
の
も
多
く
の

団
体
や
人
と
の
連

携
が
あ
る
か
ら
で
す
。
 

　
「
考
え
る
会
」
は
、

„
ち
ょ
っ
と
応
援
ま
ち

づ
く
り
“を
モ
ッ
ト

ー
に
、
も
う
少
し

手
を
伸
ば
せ
ば
で

き
る
こ
と
を
、
長

く
続
け
て
い
く
つ

も
り
で
す
。
 

グリーンパトロールのみなさん 

7

（
取
材:

地
域
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
高
村
　
有
子
） 

（
取
材:

地
域
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
松
本
　
竹
生
） 



震
災
か
ら
生
ま
れ
た
新
た
な
つ
な
が
り
 

Vol.12

長田ボランティアセンター・ 
それいけネットワーク 
〒653-0016 
神戸市長田区北町3-4-3　長田区総合庁舎内 
TEL:078-574-2408　FAX:078-574-2427 
E-mail : nagatavc@aqua.famille.ne.jp

長
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
 

　
　
そ
れ
い
け
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
神
戸
市
長
田
区
）
 

　
震
災
を
契
機
に
生
ま
れ
た
長
田
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
震
災
直
後
の
避
難
所
か

ら
仮
設
住
宅
、
そ
し
て
復
興
住
宅
へ
と
支
援

活
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
旧
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
地
縁
団
体
、

企
業
な
ど
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
せ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

歩
み
続
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
か
で
も
小
学
生
た
ち
が
作
業
所
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
通
し
て
制
作
し
た
作
品

を
区
内
の
「
い
ち
ば
」
で
販
売
す
る
「
子
ど

も
い
ち
ば
」
は
、
今
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
代
表
的
な
事
業
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
学
校
と
障
害
者
団
体
・
市
場
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
双
方
向
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
き
た
成
果
で
す
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
障

害
者
や
高
齢
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
だ
け
で

な
く
、
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
を
商
品
と
し

て
生
み
出
す
体
験
も
含
め
た
総
合
学
習
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
昨
年
夏
に
発
生
し
た
作
業
所
の
火

災
時
に
は
、
現
地
に
対
策
本
部
を
設
置
し
、

4
0
0
名
に
及
ぶ
復
旧
作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
が
受
け
持

ち
ま
し
た
。
現
場

に
は
こ
の
１０
年
間

に
起
こ
っ
た
他
地

域
で
の
災
害
現
場

で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
が
生
か
さ
れ
、

平
時
も
災
害
時
も

１０
年
間
を
と
も
に

歩
ん
だ
仲
間
た
ち

の
姿
が
あ
り
ま
し
 

た
。
 

作業所のみなさんと配達に行きます 

作業所クララベーカリーでパン作り 

小学生の演奏を楽しむ利用者のみなさん 

Add.3

神
戸
で
生
き
る
沖
縄
の
心
「
ゆ
い
ま
ー
る
」
 

Vol.12

特定非営利活動法人 
ゆいまーる神戸 
〒654-0141 
神戸市須磨区竜が台5-17名谷南センター内 
TEL 078-792-5728    
FAX 078-792-5815 
 

ゆ
い
ま
ー
る
神
戸
（
神
戸
市
須
磨
区
）
 

　
大
震
災
直
後
、
仲
間
や
知
人
ら
と
避
難
所

で
炊
き
出
し
な
ど
を
始
め
た
の
が
「
ゆ
い
ま

ー
る
神
戸
」
の
活
動
の
始
ま
り
で
す
。
仮
設

住
宅
で
の
食
事
の
提
供
、
さ
ら
に
被
災
高
齢

者
が
復
興
住
宅
に
移
っ
て
か
ら
も
そ
の
人
た

ち
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

現
在
、「
地
域
の
中
で
地
域
の
人
た
ち
が
共
に

支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
を
」
と
の
思
い
が
叶
い
、

商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
て
生
き
が
い

型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
バ
ス

を
乗
り
継
い
で
復
興
住
宅
か
ら
通
う
方
が
多

い
の
で
す
が
、
最
近
で
は
地
元
の
方
も
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
八
百
屋
、

電
気
店
、
洋
品
店
、
食
堂
な
ど
形
の
見
え
る

も
の
を
提
供
（
販
売
）
す
る
商
店
街
の
中
で
、

形
の
見
え
に
く
い
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
も
地
域
に
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

　
「
ゆ
い
ま
ー
る
神
戸
」
の
活
動
は
、
少
な

か
ら
ぬ
人
た
ち
の
支
援
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
震
災
直
後
か
ら
の
支
援
者
で
あ

る
長
野
県
の
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
Ｏ
さ
ん
か
ら
は
、

高
齢
者
の
送
迎
用
に
車
の
提
供
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
車
は
、
難
病
の
た
め
１２
歳
で
亡
く
な
っ

た
娘
さ
ん
の
形
見
と
も
い
え
る
も
の
で
、「
ふ

み
か
ー
」
の
愛
称
が
つ
け
ら
れ
、
活
動
の
支

え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
活
動
に
係
わ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
地
域

の
人
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
地
域
の
中
で
地

域
の
人
た
ち
と
共
存
し
て
い
く
こ
と
に
、
確

か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
代
表
の

石
井
明
美
さ
ん
は

沖
縄
の
出
身
で
、„
ゆ

い
ま
ー
る
“
と
は
沖

縄
の
言
葉
で
„
助
け

合
い
“
を
意
味
し
ま

す
。
「
ゆ
い
ま
ー
る

神
戸
」
は
震
災
以
来

途
絶
え
る
こ
と
な
く
、

現
在
も
こ
の
言
葉
と

お
り
の
活
動
を
実
践

中
で
す
。
 

Add.4

8

（
取
材:

地
域
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
末
廣
　
順
子
） 

（
取
材:

地
域
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
松
本
　
竹
生
） 



地
域
の
身
近
な
「
寄
り
合
い
所
」
を
め
ざ
し
て
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チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ„
く
る
り
ん
“（
西
宮
市
）
 

　„
く
る
り
ん
“は
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
救
援
物
資
を
被
災
者

へ
配
分
す
る
活
動
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
 

　
「
震
災
直
後
は
必
要
に
迫
ら
れ
て
積
極
的
に

リ
サ
イ
ク
ル
品
を
利
用
し
て
い
た
人
々
も
、暮

ら
し
が
落
ち
着
い
て
く
る
と
ま
た
大
量
の
ゴ

ミ
を
出
す
生
活
に
戻
っ
て
し
ま
う
。
リ
サ
イ
ク

ル
へ
の
意
識
を
高
め
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
か

ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
ま
し
た
。
家
庭

の
不
用
品
を
寄
付
し
て
も
ら
い
、再
利
用
・
販

売
し
て
、売
り
上
げ
の
一
部
を
積
み
立
て
る
「
自

然
災
害
基
金
」
を
設
け
て
、昨
年
１１
月
の
パ
キ

ス
タ
ン
地
震
な
ど
の
国
内
外
の
被
災
地
支
援

に
役
立
て
て
い
ま
す（
３２
カ
所
総
額
4
2
0
万

円 

1
9
9
6
〜
2
0
0
5
年
１２
月
現
在
）
。

寄
付
品
は
毎
日
お
店
で
受
付
し
て
い
ま
す
。
 

　
店
内
の
奥
の
ス
ペ
ー
ス
で
は
文
化
教
室
も
し

て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
受
身
で
な
く
、自
分
の

持
つ
才
能
や
特
技
を
活
か
し
て
講
師
を
務
め
、

折
り
紙
教
室
や
手
芸
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、高
齢
者
・
障
害
者
も
安
心
し
て
学
べ

る
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
な
い
と
い
う
声
に
、少
人

数
で
き
め
細
か
い
指
導
が
受
け
ら
れ
る
教
室

を
は
じ
め
ま
し
た
。
 

　
震
災
を
原
点
と
し
た
活
動
は
、高
齢
者
や
障

害
者
、女
性
や
若
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
参

画
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、変
化

を
続
け
て
い
ま
す
。
 

„
く
る
り
ん
“は
、「
寄
付
や
買
い
物
を
す
る
こ

と
で
社
会
参
加
で
き
る
」
、「
こ
こ
へ
き
た
ら
誰

か
と
お
し
ゃ
べ
り
が

で
き
る
」
、「
パ
ソ
コ

ン
を
通
じ
て
や
り
が

い
や
楽
し
み
が
増
え

る
」
と
、こ
こ
を
訪

れ
る
人
の
地
域
の

身
近
な
「
寄
り
合
い

所
」
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
 

 

チャリティショップくるりんの店舗前 
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フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
向
こ
う
に
見
え
た
も
の
伝
え
続
け
る
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
と
ま
と
」（
芦
屋
市
）
 

　
芦
屋
市
で
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
に

「
芦
屋
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ

て
、被
災
者
を
支
え
る
活
動
を
続
け
ま
し
た
。
 

　
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、市
民
の
目
で
見
た
震

災
の
記
録
を
残
そ
う
と
、
市
民
に
レ
ン
ズ
付

き
フ
ィ
ル
ム
約
1
0
0
個
を
配
布
し
た
と
こ

ろ
約
2,
5
0
0
枚
の
写
真
が
撮
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
５０
点
が
パ
ネ
ル
に
な
り
全
国
を
巡

回
し
ま
し
た
。
 

　
「
委
員
会
」
は
解
散
し
ま
し
た
が
、そ
の
志

を
受
け
継
い
だ
市
内
在
住
の
メ
ン
バ
ー
で
結

成
し
た
の
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
と

ま
と
」
で
す
。
そ
の
後
、芦
屋
市
や
各
地
で
写

真
展
を
開
き
ま
し
た
が
、も
っ
と
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
に
写
真
を
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と

い
う
声
に
、パ
ネ
ル
に
な
っ
た
以
外
の
写
真
を

整
理
し
、写
真
集
「
伝
え
た
い
あ
の
日
―
芦
屋

市
民
に
よ
る
芦
屋
の
記
録
―
」
が
で
き
ま
し

た
。
 

　
震
災
１０
年
目
に
は
、震
災
写
真
展
と„
タ
イ

ガ
ー
大
越
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
（
追
悼
・

感
謝
・
出
発
）
“を
企
画
。
お
母
様
が
市
内
で
被

災
し
、
直
後
に
芦
屋
に
戻
ら
れ
た
大
越
さ
ん

は
全
壊
の
隣
家
か
ら
人
を
掘
り
出
す
等
の
経

験
を
し
て
お
ら
れ
、譜
面
に
「
伝
え
た
い
あ
の

日
」
の
写
真
を
貼
り
付
け
て
作
曲
し
た
作
品

に
は
、来
場
者
の
多
く
が
涙
し
た
そ
う
で
す
。
 

　
ま
た
、歴
史
的
記
憶
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る

写
真
家
の
米
田
知
子
さ
ん
が
、「
と
ま
と
」
の

案
内
に
よ
り
被
災
地
の
風
景
を
撮
影
し
た
作

品
は
、芦
屋
市
立
美
術
博
物
館
で
「
震
災
か
ら

の
１０
年
写
真
展
」
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
三
者
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
高
く
評
価

さ
れ
、現
代
美
術
の
祭
典
「
横
浜
ト
リ
エ
ン
ナ

ー
レ
」
に
も
出
品
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
「
と
ま
と
」
は
被
災

者
訪
問
か
ら
は
じ
ま

っ
た
高
齢
者
の
方
々

と
の
ふ
れ
あ
い
の
会

を
定
期
的
に
続
け
な

が
ら
、
あ
の
日
、
フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
の
向
こ
う

に
見
た
も
の
を
伝
え

続
け
て
い
き
ま
す
。
 

市民の眼によって綴られた写真集「伝えたいあの日」 
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（
取
材:

地
域
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
高
村
　
有
子
） 

（
取
材:

地
域
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
高
村
　
有
子
） 



コラボネット コラボネット コラボネット 

震
災
か
ら
防
災
へ
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武庫が丘高層自主防災会 
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震
災
後
、
や
っ
と
手
に
入
れ
た
家
を
手

放
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
を
離
れ
、
終
の

棲
家
と
し
て
復
興
住
宅
に
転
居
し
た
方
た

ち
が
大
勢
い
ま
す
。
三
田
市
に
あ
る
「
県

営
武
庫
が
丘
高
層
住
宅
」
（
３
０
５
戸
）

も
そ
の
一
つ
で
す
。
入
居
後
す
ぐ
に
で
き

た
自
治
会
や
Ｓ
Ｃ
Ｓ
（
高
齢
世
帯
生
活
援

助
員
）
の
配
置
に
よ
っ
て
、
被
災
者
や
高

齢
者
へ
の
見
守
り
活
動
・
安
否
確
認
を
行

う
と
と
も
に
、
集
会
所
で
の
ふ
れ
あ
い
喫

茶
な
ど
を
通
し
て
顔
の
見
え
る
つ
な
が
り

を
強
め
て
き
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
震
災
か
ら
１０
年
た
っ
た
現
在
で
は
、

6
9
1
人
の
住
民
の
1
/
3
に
あ
た
る

2
2
2
人
が
６５
歳
以
上
で
、
７０
歳
以
上
の

高
齢
者
が
1
7
6
人
も
含
ま
れ
る
と
い
う

高
齢
化
住
宅
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
１２
年

に
は
、
自
治
会
傘
下
組
織
「
武
庫
が
丘
高

層
自
主
防
災
会
」
が
結
成
さ
れ
、
毛
布
の

備
蓄
や
定
期
的
な
自
動
火
災
報
知
器
、
消

火
器
の
取
り
扱
い
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
震
災
か
ら
１１
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
、

住
民
総
出
で
取
り
組
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
「
大

震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
為
に
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
住
民
相
互
の
親
睦
と

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
で
き
る

よ
う
災
害
時
の
炊
き
出
し
訓
練
を
兼
ね
た

も
の
で
、
三
田
市
消
防
本
部
の
協
力
に
よ

る
心
肺
蘇
生
訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。
 

　
今
後
は
地
震
に
備
え
て
の
家
具
の
配
置

や
固
定
、
火
災
予
防
の
た
め
の
暖
房
器
具

や
火
気
の
取
り
扱
い

方
な
ど
も
高
齢
者
を

中
心
に
指
導
し
て
い

く
予
定
で
す
。
 

　
こ
れ
ら
防
災
へ
の

積
極
的
な
取
り
組
み
は
、

大
震
災
で
被
災
し
た

体
験
が
大
き
く
生
き

て
い
る
の
で
す
。
 

 

あの日を忘れない～炊き出し訓練 
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こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
 

Vol.12

一粒の会 
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一
粒
の
会
（
洲
本
市
）
 

武
庫
が
丘
高
層
自
主
防
災
会
（
三
田
市
）
 

　
洲
本
市
の
黒
岩
恵
さ
ん
は
保
育
士
を
リ

タ
イ
ア
後
、
老
人
会
を
通
し
て
、
高
齢
者

や
障
害
者
の
困
っ
て
い
る
様
子
や
不
安
な

思
い
を
抱
え
て
い
る
様
子
を
知
り
、
老
人

福
祉
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
と
い
う

思
い
を
強
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
思
い

に
共
感
し
た
5
人
の
女
性
た
ち
が
集
ま
り
、

グ
ル
ー
プ
「
一
粒
の
会
」
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
市
民
活
動
と
い
う
言
葉
も
ま
だ
耳

慣
れ
な
い
昭
和
５６
年
、
地
域
で
初
め
て
友

愛
訪
問
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
そ
の
後
、
友
愛
訪
問
に
加
え
給
食

サ
ー
ビ
ス
（
会
食
型
）
、

メ
ン
バ
ー
の
特
技
を
活

か
す
手
作
り
小
物
サ
ロ
ン
、

教
え
あ
い
活
動
や
施
設

訪
問
な
ど
、
活
動
の
幅

が
ひ
ろ
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。
 

　
ま
た
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
は
、
自
分
た
ち

よ
り
被
災
が
甚
大
で
あ

っ
た
北
淡
・
津
名
と
い

っ
た
隣
接
地
域
へ
の
救

援
活
動
に
「
一
粒
の
会
」

が
中
心
と
な
っ
て
、
洲

本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

や
地
元
企
業
と
も
協
働

し
な
が
ら
い
ち
早
く
取

り
組
み
ま
し
た
。
こ
の

時
の
団
結
力
や
地
域
の

つ
な
が
り
が
、
高
齢
化

が
進
む
現
在
の
日
常
生
活
の
中
に
、
お
互

い
に
支
え
あ
い
助
け
合
う
と
い
う
形
に
な

っ
て
息
づ
い
て
い
ま
す
。
 

　
設
立
か
ら
２５
年
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
な
が
ら
活
動
の
幅
も
メ
ン
バ
ー
（
現
在

９３
名
）
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
定
例
の
活

動
に
加
え
、
高
齢
者
の
心
の
健
康
と
安
全

を
守
る
た
め
の
講
座
も
先
ん
じ
て
取
り
入

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
介
護

保
険
制
度
の
導
入
に
際
し
て
も
ス
ム
ー
ズ

に
対
応
で
き
た
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
 

　
今
後
は
設
立
時
か
ら
の
目
標
で
あ
る
「
無

理
を
せ
ず
、
何
か
一

つ
で
き
る
こ
と
か
ら
」

に
立
ち
返
り
、
き
め

細
や
か
な
気
配
り
の

で
き
る
「
地
域
の
家

族
会
」
を
め
ざ
し
た

組
織
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

   

Add.8

地域の皆さんとクリスマス会 

10

（
取
材:

地
域
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
末
廣
　
順
子
） 

（
取
材:

地
域
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
末
廣
　
順
子
） 
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地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
か
ら
半
年
 

地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
か
ら
半
年
 

ボ
ラ
セ
ン
 

の
取
り
組
み
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ットを利用して情報発信を希望される方は、ID（活動団体番号）とパスワードを発行しますのでプラザ
までお問い合わせ下さい。 
（TEL）078-360-8845 （FAX）078-360-8848 （コラボネット専用E-mail）info@hyogo-vplaza.jp 

伊丹市社会福祉協議会 
ボランティア・市民活動センター 
〒664-0014　伊丹市広畑3丁目1番地 

いたみいきいきプラザ内 
http://www.itami-ikiiki.jp/shakyo/gaiyou/volunteer/volunteer.htm 

 

【
伊
丹
市
】 

今
回
は
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バーコード読み取りに対応したカメラ付携帯電話を
お持ちの方は、左のマークからURLを読み取るこ
とができます。 
対応機種・操作方法は、お手持ちの携帯電話の取扱
説明書をご覧下さい。 

ひょうごボランタリープラザでは、子育てや高齢者の支援、緑化活動、交流行事など､暮らしやすい地域をめざして､ 
県民のみなさん同士が助け合ったりするボランタリーな活動を、『地域づくり活動情報システム～コラボネット～』で発信しています。 

■
地
区
ボ
ラ
セ
ン
と
ネ
ッ
ト
会
議
 

　
　
 

　
伊
丹
市
で
は
、
平
成
１７
年
度
、
二
つ
の
地

区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
地
区

ボ
ラ
セ
ン
）
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
一
つ

は
「
稲
小
地
区
助
け
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
（
7

月
1
日
）
、
も
う
一
つ
は
「
神
津
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
（
8
月
1
日
）
で
す
。
 

　
こ
の
二
つ
の
地
区
ボ
ラ
セ
ン
は
、
地
域
住

民
に
と
っ
て
身
近
な
小
学
校
区
を
単
位
に
「
ち

ょ
っ
と
し
た
日
常
の
困
り
ご
と
」
を
近
隣
の

共
助
で
解
決
を
図
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

お
り
、
地
域
住
民
か
ら
そ
う
い
っ
た
相
談
が

あ
れ
ば
、
同
じ
地
域
の
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た

地
区
ボ
ラ
セ
ン
の
立
ち
上
げ
と
運
営
は
「
地

域
福
祉
ネ
ッ
ト
会
議
（
以
下
、ネ
ッ
ト
会
議
）
」
 

が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
ネ
ッ
ト
会
議
は
、
地
域
に
お
け
る
様
々

な
福
祉
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
地
域
で

お
互
い
が
支
え
あ
い
、
助
け
合
え
る
地
域
づ

く
り
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
市
内
小
学
校

区
１７
地
区
ご
と
に
設
け
ら
れ
て
い
る
地
区
社

協
を
中
心
と
し
て
市
社
協
職
員
、
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
、
当
事
者
等
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

　
 

■
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
 

　
 

　
ネ
ッ
ト
会
議
発
足
後
、
稲
小
、
神
津
の
両
地

区
ネ
ッ
ト
会
議
で
は
、
地
区
に
お
け
る
福
祉
課

題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
地
域
の
高
齢
者
、

障
害
者
等
の
生
活
課
題
の
抽
出
の
た
め
の
調
査

「
お
困
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
そ
の
調
査
の
結
果
、
「
身
の
回
り
の
こ
と
が

で
き
な
い
」
「
一
人
で
外
出
で
き
な
い
」
「
話

し
相
手
が
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
生
活
上
の
課
題

や
不
安
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
課
題

を
地
域
で
解
決
す
る
た
め
、
地
区
ボ
ラ
セ
ン
の

立
ち
上
げ
・
運
営
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
 

　
 

■
現
状
と
課
題
 

　
 

　
「
お
困
り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
「
ち
ょ
っ
と
し
た
日
常
の
困
り
ご
と
」
の

量
か
ら
す
る
と
、
課
題
を
抱
え
る
地
域
住
民
の

潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
は
ま
だ
ま
だ
掘
り
起
こ
す
余

地
が
あ
り
ま
す
が
、
地
区
ボ
ラ
セ
ン
が
立
ち
上

が
っ
て
か
ら
の
実
際
の
依
頼
は
、
ゴ
ミ
出
し
、

話
し
相
手
、
買
い
物
へ
の
付
き
添
い
、
電
球
の

交
換
と
い
っ
た
生
活
に
密
着

し
た
も
の
が
多
く
、
当
初
の

ね
ら
い
は
的
を
射
て
い
た
よ

う
で
す
。
 

　
ま
た
、依
頼
者
か
ら
は「
昔

な
が
ら
の
向
こ
う
三
軒
両
隣

の
お
付
き
合
い
が
な
つ
か
し

く
も
あ
り
、
た
の
し
く
も
あ

る
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
、

単
な
る
サ
ー
ビ
ス
や
物
的
な

も
の
の
提
供
だ
け
で
な
く
心

の
拠
り
所
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。
 

 

 

クリックすると
イベントの詳細
が表示されます 
 

電話番号をクリック
すると電話をかける
ことができます 

E-mailアドレスを
クリックすると  
メールを送信する
ことができます 

今までパソコンからしか見ることができ 
なかった、ひょうごボランタリープラザの 
ホームページから発信するイベント情報が、 
携帯電話で見ることができるようになりました！ 
「今月はどんなイベントがあるかな」 
「明日のセミナーの場所はどこだったかな」 
このようなちょっとした情報を知りたい時は、お手持ちの携帯電話
で気軽にアクセスしてみて下さい！！ 
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P.2

P.4

P.7

P.5

P.6

特集1 

企業・NPO協働奨励事業から見えてきたもの 
特集2 

第6回ひょうごボランタリー・スクエア２１開催 
～ボランタリー活動の「元気アップ」をめざして～ 
知っ得納得♪注目の中間支援活動「三田市の新たな拠点『市民活動推進プラザ』誕生！」 

広がれ!ボランタリーネットワーク 

「『ブックスタートボランティア』と図書館・保健所のいい関係」 

ボラセンの取り組み紹介します！ 

「伊丹市社会福祉協議会ボランティア・市民活動センター」 

やってみよう☆情報発信～コラボネット～｢携帯サイトスタート！｣ 

プラザ通信 「平成18年度ひょうごボランタリー基金助成制度のご紹介！」他 

P.7

P.8

プ ラ ザ 通 信 

H Y O G O 　 V O L U N T A R Y 　 P L A Z A

　県民ボランタリー活動の活発な展開を支援するため、ひょうごボランタリー基金による助
成制度を、次に掲げるコンセプトに基づき実施する予定です。 

＊所定の申込書と掛金を受付した翌日から、翌年3月31日までが加入期間となります。 

（4月1日からの加入については3月31日までにお手続き下さい。） 

【お問合せ・加入申込み先】  
最寄りの市区郡町社会福祉協議会のボランティアセンター 

実施・運営主体／兵庫県社会福祉協議会　ひょうごボランタリープラザ 

TEL078-360-8845　FAX078-360-8848 

取扱代理店／（株）兵庫福祉保険サービス　　引受保険会社／三井住友海上火災保険株式会社 

TEL078-735-0166　FAX078-735-1890　　TEL078-331-8502 

　このアワードは活動者の夢の実現をサ
ポートしてくださるみなさまのご支援によ
って支えられています。温かいご支援、本
当にありがとうございました。 
　今回のアワード（特集2：4ページ参照）
に協賛いただいた皆様をご紹介させてい
ただきます。　　　　  　　　（敬称略） 
 

　5月3日(水)～5月7日(日)の間の間、 
プラザはプラザは全施設を休館とさせてい
ただきます。 

　5月3日(水)～5月7日(日)の間、 
プラザは全施設を休館とさせてい
ただきます。 
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海岸通・エレガーノ神戸 

株式会社　兵庫福祉保険サービス 

財団法人　木口ひょうご地域振興財団 

三井住友海上火災保険株式会社 

近畿労働金庫 

生活協同組合　コープこうべ 

大阪ガス株式会社　兵庫リビング営業部 

オリバーソース株式会社 

株式会社カワサキライフコーポレーション 

関西電力株式会社　神戸支店 

財団法人　コープともしびボランティア振興財団 

特定非営利活動法人　しみん基金・KOBE 

日本労働組合総連合会兵庫県連合会(連合兵庫） 

財団法人　ひょうご環境創造協会 

兵庫県労働者福祉協議会 

株式会社　兵庫ジャーナル社 

特定非営利活動法人 

ひょうごセルフヘルプ支援センター 

株式会社　遊空間工房 

大阪ガス労働組合兵庫ブロック 

兵庫リコー株式会社 

株式会社　六甲商会 

株式会社　KiiNa 

大林　弘子 

 

ボランティア・市民活動災害共済のご案内 ボランティア・市民活動災害共済のご案内 ボランティア・市民活動災害共済のご案内 
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プラザ休館のお知らせプラザ休館のお知らせ 

 
プラザ休館のお知らせ 

（1）ボランタリー団体の自律性・スキルの向上と裾野の拡大など質・量両面の確保を図る。 
（2）中間支援組織に対する支援メニューの充実により、ボランタリー団体に対する効率的･効

果的な支援を行う。 

～安心してボランティア活動をするために～ 

傷害給付 
ボランティア活動中の事故によるケガの補償 
（通院１日5,000円・入院１日8,000円） 
賠償責任給付 
ボランティア活動中の事故により第3者の身体 
または財物に対する損害を与えた際の補償（4億円限度） 
見舞金 
傷害給付の対象とならない事由で亡くなられた際に給付（500千円） 

日射病・熱中症・細菌性食中毒も、傷害給付のお支払の対象となります!!! 

名  称（仮 称） 

 

県民ボランタリー活動助成 

 

 

 

 

学生ボランタリー活動助成 

 

立ち上げ支援助成 

 

チャレンジ事業助成 

 

ＮＰＯパワーアップ助成 

 

行政・ＮＰＯ協働事業助成 

（ＮＰＯ提案型） 

 

行政・ＮＰＯ協働事業助成 

（行政提案型） 

 

企業・ＮＰＯ協働奨励事業 

 

インターン助成 

 

中間支援活動助成 

 

主な助成制度（予定） 
概　　　　　　　　　　要 

県民ボランタリー活動の促進及び裾野を拡大するとともに、安定的かつ継続

的な活動の振興を図り、ボランタリーグループ・団体の自立を支援します。（上

限３万円　１／２助成） 

地域課題の解決に向け、市区町社会福祉協議会ボランティアセンター及び市

町が設置するボランティア・市民活動センターとボランティアグループ・ＮＰＯ

法人等が協働して取組む事業を支援します。（３０～９０万円） 

学生を対象としたボランティア入門教室、体験・交流事業、ボランティアセンター

設立準備を支援します。（上限１０万円） 

ＮＰＯ法人等の立ち上げ時の事務所の借上げ・改装費用を支援します。（上限

３０万円　１／２又は１／４助成） 

ＮＰＯ法人等の斬新で継続的な事業の、新規展開または拡大・発展を支援しま

す。（上限：新規事業１００万円、継続事業５０万円） 

①情報公開、②機関紙発行、③普及啓発、④研修会参加、⑤ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ能力向上

の5項目達成を支援します。（１項目につき５万円） 

ＮＰＯ法人等が、行政と協働することを目標に、事業を企画提案し事業化に向

けて取組む過程を支援します。（上限：１年次３０万円、２年次６０万円、３年次１００

万円） 

地域課題の解決に向け、行政が提案する新たな取組みを、ＮＰＯ法人等が独自

のアイデアを加えてモデル的に取組み、その効果を検証・実証する協働事業

を支援します。（上限３０万円） 

企業とＮＰＯ法人等の協働により、地域課題の解決に取組んでいる、効果的な

活動に奨励金を交付します。（３０～５０万円） 

ＮＰＯ法人等の運営基盤強化のため、国内・国外での実践をともなう研修活動

を支援します。（上限：国内１５万円、国外３０万円） 

中間支援機能を有するＮＰＯ法人等のﾈｯﾄﾜｰｸ構築、調査研究、講座等の開設、

情報提供・相談等の強化を支援します。（上限１００万円） 

※各助成制度について、詳細が決定次第、ひょうごボランタリープラザホームページ等でご案内します。 

第6回ボランティア・市民活動 
元気アップアワードへ 

協賛いただきありがとうございました。 協賛いただきありがとうございました。 

 
「市区町社協ボランティアセン
ター/ボランティア市民活動セ
ンター」・ＮＰＯ協働事業助成 

年間掛金 
1名につき500円 

2006.01/　ARK61/A

平成平成18年度　年度　ひょうごボランタリー基金助成制度基金助成制度のご紹介紹介！ 平成18年度　ひょうごボランタリー基金助成制度のご紹介！ 


